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合    唱 ：「君が代」「奉仕の理想」                  司会：幹事 神保由樹さん 

ゲ  ス  ト：  

誕 生 祝 い： 2/4 長谷川英男さん、2/16 平山 英代さん。 

         

 

第2646回 例会                                   2026年2月3日 

会長報告                                 平塚北ロータリークラブ 

                                     会 長    山田 裕 

皆様、こんにちは。本日も例会へのご出席ありがとうございます。  

先日新年を迎えたかと思いきや、もう2月になっていました。お正月気分が抜けていないわけではないです

が、いよいよ7日にはインターシティミーティングです。 

先日、次年度のRIメッセージが伝わって参りました。「CREATE LASTING IMPACT」、和訳すると「持続可

能なインパクトを生み出そう」ということになりますが、インパクトという単語は、我々は「衝撃」というよ

うな強い印象と感じますが、中込ガバナーエレクトからは、「新しい事業や変化のこと」と言われています。

つまりクラブとしては、「継続できる新しい事業や変化を作りだしてください」という事になります。 

中込エレクトが、「オーランド」への研修前に、「新たに地区事業推進委員会を立ち上げるので、次年度

AGは自分の責任のもと推薦者を選出して下さい。」とミッションを与えて旅立ちました。 

 

                       

               

 

ロータリーを実践し  みんなに豊かな人生を 

１.真実かどうか 2．みんなに公平か 3．好意と友情を深めるか 4．みんなのためになるかどうか 

 



 

 

 

この委員会は次世代リーダーとなる若手の育成を目的としています。若手中心によるこうした委員会の設立

は、将来を見据えた采配だと感動しています。しかしてRIメッセージが告知される前の話です。 

さて、今年度の会長職を拝命して以来、日々「ロータリーとは何か」を自問自答する中で、改めて考えさせ

られた言葉があります。それは「社会貢献」と「社会奉仕」という二つの言葉の違いです。皆さんは分かりま

すでしょうか。 

「社会貢献」という言葉は現代社会において、企業のCSR活動(企業の社会的責任)などで非常によく使われ

ます。弊社は先週水曜日に国土交通省による定期監査を受けました。幸いにも監査事項36項目すべて減点な

しの満点で終わりましたが、減点の度合いによってはいわゆるコンプライアンスが浸透していない経営と評価

され、世間からはブラックと言われるような企業とみなされる訳です。社会貢献の性質としては、組織が社会

の責任を果たすことにあり、どちらかと言えば俯瞰的で、システムや経済の循環の一部として社会を良くする

という動きです。例としては環境に配慮した製品を作る、雇用を創出する、「寄付」をする、という活動も間

違いなく尊い活動です。 

そうした一方で「社会奉仕」とは何か。英語では「Social Service」と言います。私はその差は「対象へ

の距離」と「自己の変革」にあると考えています。奉仕とは単なる義務や責任ではありません。相手の痛みを

自分のものとして感じ、損得勘定抜きで手を差し伸べる「心の活動」です。仕組みとしての貢献に留まらず、

現場に足を運び、汗をかき、そこに人々の笑顔を直接見ようとすること。こうした奉仕の理想が「ロータリー

の神髄」だと思います。社会貢献は「与える側」に立ちますが、奉仕は「させて頂く」という謙虚な姿勢から

始まります。結果、実は助けているつもりの私たちが、最も多くの学びと喜びを得ているのです。 

先日「収穫祭」において「きらり」の子ども達が「支援される側」から、ポリオ募金活動のスタッフをする

ことで「誰かを救う側(奉仕する側)」に回りました。これはロータリーが目指すべき「心の変革を伴う奉仕」

の姿です。子ども達は「ありがとう」と言われる喜びを知りました。奉仕活動を体で学び取りました。そして

私たちも彼らから大切な情熱を分けてもらいました。奉仕とは一方通行の施しではありません。共に汗をか

き、共に喜び、共に成長すること。 

社会貢献が「頭」でするものだとしたら、社会奉仕は「心と体」でするものです。私たちの活動が単なる数

字や実績としての「貢献」に終わることなく、常に血の通った「奉仕」であり続けること。そのためには、ク

ラブという親睦の場で、互いを思いやることから始まると確信しています。今月も一歩前に進んで参りましょ

う。どうぞよろしくお願い申し上げます。                                     

             奥様誕生日祝い＝苅谷政夫さん 



 

 

 

 

(本日)2月3日（火）                  出席免除会員 4名在席 

会員数 出席対象者 出席数 出席率 メークアップ 修正出席率 

26    22   13（2）  62．5％     名    ％ 

 

  

 

 

 2月7日（土）IMになります。9時30分からのエクスカーションに参加される方は、事務局までご連絡くださ 

 い。登録受付は12時30分～、会場は、大磯プリンスホテルになります。 

 2月のロータリーレートは、一ドル154円になります。 

                                                                                                                             

 
◎山田 裕さん＝今日は節分です。昔、子どもが幼いころ私が帰宅すると「鬼は外」と言って、妻と楽し 

        そうに豆をぶつけられたのが懐かしいです。最近は、豆をぶつけられずにいます。鬼か 

        ら福に変わったのかもしれないです。 

◎神保由樹さん＝本日の中長期戦略委員会、55 周年記念式典の協議会、林会員よろしくお願いいたします。 

 ◎林 啓之さん＝本日の卓話担当します。が、どちらに重点を置くのか不明です。テーマが2つもあるので 

         なる様になるしかありませんが。 

◎八日市屋敏雄さん＝素晴らしいお天気に感謝！クラブ協議会が将来繋がり、楽しいクラブを期待します。 

◎中村 豊さん＝本日のクラブ協議会は、平塚北ロータリークラブの明日に繋がればよいと思います。 

◎櫻田 敬さん・米澤松文さん・根岸君代さん・添田健一さん・中川博昭さん・村上 亘さん 

       ＝林さん、本日の卓話よろしくお願いいたします。 

 

  

                          2月3日スマイル合計額は、12,000円でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

2025-2026年度 第8G I・M  2月7日（土） 大磯プリンスホテル 

       
        松下 孝ガバナー              新入会員の紹介 

 

       

各クラブの奉仕活動（大磯RC） 

        

         各クラブの奉仕活動（平塚西RC） 



 

 

 

    

       平塚RC                   平塚湘南RC 

    

        平塚北RC                  二宮RC 

     

   平塚西RC                            大磯RC 


